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ベトナム国ソンラー省バンホー県における土着微生物
と地域資源を活用した環境保全型農畜産業のモデル
農場つくりと小規模農家を対象とした普及啓発活動

バングラデシュ国チュアダンガ県　環境にやさ
しい持続可能で安全な農業実践プロジェクト
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ワークショップ
参加者人数 24 人
自然農業を実践する
青年の人数 6 人

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 20 ％

環境にやさしく安全な
食糧生産実践者数 107 人

土壌検査実施世帯数 172 世帯

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 30 ％
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活動内容と成果
● 核となるメンバー 2人、有志青年3人を集めモデル農場の基
盤を整えた
● 堆肥舎を建設し、土着微生物を製造した
●天恵緑汁、漢方栄養剤、乳酸菌などそれぞれ製造、培養した
● 自然農業のテキストをまとめ、ベトナム語翻訳（122ペー
ジ）を行った
● 自然農業資材、自然養鶏の動画を作成した
● 自然農業ワークショップ（春）を行い、計24人が参加した。
　 関心の高い参加者が集まり、栄養周期理論や自然農業資材
の製造方法について学んだ。参加者から「有意義だった。自
分達の畑や組織で適用したい」という声を多数頂いた

活動内容と成果
活動1： 環境にやさしく安全な食糧生産：化学肥料・農

薬の効果的な使用方法、土壌改良のためのミミ
ズ堆肥の作り方及び使用方法について研修を実
施。対象農民400人のうち200人が修了し、全員
が習得した技術を実践している。また、研修を
受講していない対象外の農民7人が研修受講者
より技術を学び自発的に実践している

活動2： 農民ネットワークづくりと行政との連携、市民
への周知。郡以下の行政区画に農民ネットワー
クを形成し、定期会合を実施。ユニオンレベル
では農民が自発的に市民組織が形成し意見交換
を行っている

課　題
ベトナムのプロジェクトサイトでは、土着微生物、天恵
緑汁、漢方栄養剤の製造方法、また、栄養周期理論に基
づいた使い方が正しく伝わっておらず、効果的に使え
ていない。

目　標
地元にある資材を利用して有用な農業資材の作り方、
使い方のノウハウを伝える。モデルファームを立ち上
げ実践し効果を確かめ、ワークショップを通して近隣の
農家へ波及させる。

課　題
過剰な窒素肥料と農薬の使用と、それに伴う地下
水・土壌への硝酸塩及び重金属の流出により生き物
が汚染され、食物連鎖を経て人への健康被害が引き
起こされている。

目　標
①地下水の灌漑量低減等により、自然環境・人間双方に
安全な食糧生産を行う。②行政と農民及び農民間の協力
体制を整え安全な食品摂取と農民の収入増を追求する。
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自然農業ワークショップ参加者と集合写真自然農業ワークショップ参加者と集合写真

節水のための灌漑用パイプ節水のための灌漑用パイプ

堆肥舎にて堆肥舎にて
土着微生物ぼかし肥の説明会土着微生物ぼかし肥の説明会

果樹栽培のようす果樹栽培のようす

自然農業ワークショップが好評だったので、参加者の中から特に意欲を持つ人を
集めて6月に勉強会を開く。農場にいる3人の青年に自然農業ノウハウの指導をし、
能力向上を図りつつ、農場運営を軌道に乗せる。

残り2年間で研修対象者400人全員が研修を受講し、安全な食糧生産技術・知見が
事業地に蓄積される。また、事業地外の農民へも対象農民やネットワークを通して
事業の効果が裨益する。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍でベトナム渡
航が難しく、プロジェクトをリモート
で始めるという試みを行った。現地
に直接行けずもどかしい想いをした。

■工夫した点
ベトナム語版自然農業テキスト（基
本編）、自然農業ノウハウ動画を作成
し、リモートでもノウハウを伝えれ
るよう工夫した。

■苦労した点
肥料を使うことで土が固くなったと
いう事実は農民の間で認識されてい
るものの、肥料の使用量の低減には
難色を示す農民が多い。

■工夫した点
事前事業の成果を共有したり、肥料
過多が起こす悪影響を研修すること
で理解を得られている。

環
境
保
全
型
農
業
等

48


